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・ 宮城県は東北地方の東南部に位置し、奥羽山脈（西部）、北上山地（北部）、
阿武隈（あぶくま）高地（南部）から流れ出る河川によってつくられた肥沃な
仙台平野は、東北一の広がりを持つ豊かな穀倉地帯を形成しています。

・ 全国トップクラスの大区画水田整備率や、園芸栽培に適した気候と立地条件
により、「ひとめぼれ」「ササニシキ」などのみやぎ米の生産とともに、いち
ごやパプリカなどを中心に園芸作物の生産と販売拡大に取り組んでいます。

・ また、宮城県が誇るブランド農産物の「ひとめぼれ・ササニシキ」を中心と
するお米をはじめ、「仙台いちご」「仙台牛」など「食材王国みやぎ」の自慢
の品々を全国に向けて発信していくととともに、競争力の高い園芸産地の確立
や、先進技術の導入による生産性の高い農業等を推進し、多様な人材が農業現
場で活躍する魅力ある農業の実現を目指しています。

は じ め に
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全国順位
123,900 ha 8
101,700 ha 4
22,200 ha 20
15,600 ha 18
992 ha 44
5,630 ha 5
30,005 経営体 11
688 経営体 17

41,509 戸 18
28,632 戸 11

宮城県

 〇 農業

耕地面積
田
畑
普通畑

農業経営体数
法人経営

総農家数
販売農家

区分

樹園地
牧草地
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デ ー タ で 見 る 宮 城 県 の 農 林 水 産 業

資料：「令和６年耕地面積（７月15日現在）」
「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」

全国順位
407,710 ha 22
121,700 ha 14
286,010 ha 26
489 経営体 27
78 経営体 19
97.3 億円 16
59.1 億円 15
37.2 億円 18栽培きのこ類生産

国有林
民有林

林業経営体数
法人経営

林業産出額

 〇 林業

区分 宮城県
林野面積

木材生産

資料：「2020年農林業センサス（令和２年２月１日現在）」
「令和５年林業産出額」

全国順位
5,004 隻 5
1,447 隻 16
2,129 経営体 12
5,242 人 4
4726 人 4
516 人 9
888 億円 4海面漁業・養殖業産出額

海面漁業漁船隻数
動力漁船

海面漁業経営体数

女

海面漁業就業者数
男

 〇 水産業

区分 宮城県

資料：「2023年漁業センサス（令和５年11月１日現在）」
「令和５年漁業産出額」

 〇 基幹的農業従事者数

資料：「農林業センサス」

単位：人

令和２年平成27年



5

 〇 農業産出額（全国、東北、宮城県）（令和５年）

令和５年農業産出額（全国農業地域別） 令和５年農業産出額（東北）

山 形
2,441億円

17%

資料：「令和５年生産農業所得統計」

令和５年農業産出額（宮城県）

注： 割合については、表示単位未満を四捨五入して
いるため、合計値と内訳の計が一致しない。

青森
3,466億円
24%

東北
14,675億円
100％

岩手
2,902億円
20%

山形
2,441億円
17%

福島
2,163億円
15%

宮城
1,924億円
13%

秋田
1,779億円
12%

全国
95,470億円
100％

関東・東山
20,802億円
22%

九州
19,226億円
20%

東北
14,675億円
15%

北海道
13,478億円
14%

東海
7,934億円
８%

中国
5,351億円
６%

近畿
4,915億円
５%

四国
4,387億円
５%

北陸
3,823億円
４%

沖縄
879億円
１%



 〇 宮城県の農業産出額及び生産量の全国上位農産物
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せり
全国１位
（生産量）
417ｔ

資料：「令和５年生産農業所得統計」
「令和５年産野菜生産出荷統計」
「令和４年産地域特産野菜生産状況」

大豆
全国２位
（産出額）
26億円

パプリカ
全国１位
（生産量）
1,470ｔ

つるむらさき
全国２位
（生産量）
149ｔ

そらまめ
全国６位
（生産量）
447ｔ

肉用牛
全国５位
（産出額）
253億円

農業産出額
全国18位
1,924億円

米
全国５位
（産出額）
731億円

乳用牛
全国10位
（産出額）
129億円

いちご
全国10位
（産出額）
67億円



塩竈市

米 六条大麦 せり なばな いちご きゅうり

米 大豆 六条大麦 せり
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登米
栗原大崎

仙南

仙台

石巻

 〇 宮城県内各地域の主な農林水産物

米 大豆 そらまめ はくさい しゅんぎく

トマト ねぎ 日本なし 肉用牛 乳用牛

豚 採卵鶏 ブロイラー なめこ ぶなしめじ

米 大豆 きゅうり はくさい ばれいしょ

トマト 肉用牛 乳用牛 豚

米 六条大麦 そらまめ いちご

きゅうり ばれいしょ りんご かき

日本なし 乳用牛 採卵鶏 ブロイラー

米 なばな ねぎ さめ類

ぎんざけ かき類 ほや類

米 そらまめ パプリカ トマト りんご

乳用牛 肉用牛 豚 なめこ

こまつな はくさい ねぎ トマト パプリカ ばれいしょ

ひらめ・
りんご 日本なし えのきたけ かれい類 まぐろ類 かき類

いちご きゅうり トマト ねぎ

かつお かき類 ほや類

ひらめ・
パプリカ かれい類 さんま まぐろ類

資料：宮城県公式ウエブサイト「食材王国みやぎ」等を基に作成

気仙沼・本吉

かじき類 さんま まぐろ類 かつお
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資料：「令和５年市町村別農業産出額（推計）」

米

野菜

乳用牛

豚

鶏卵

肉用牛

ブロイ
ラー

１千万円
未 満

（市町村数）

〇 宮城県内各市町村の農業産出額１位部門の分布状況



 〇 トピックス：子実用とうもろこし栽培と「仙台牛」（耕畜連携）

9

国産子実用とうもろこしを使った配合飼料

資料：JA古川

・ JA古川（大崎市）は、新たな転作作物として子実用とうもろこしの
栽培に取り組み、大豆や水稲との輪作体系の確立を目指し、農研機構
やJA全農との連携のもと、令和４年産から令和６年産まで３年間の大
規模実証試験を行ってきました。
３年３輪作（子実用とうもろこし → 大豆→水稲）（図１）に取り

組み、子実用とうもろこしの10ａ当たり収量700kgを目指してきまし
た。
令和６年12月から、国産子実用とうもろこし100％の配合飼料を与
えたブランド「仙台牛」として販売を開始しています。
令和７年度以降は、小麦を組み込んだ３年４輪作に取り組みます。

図１ ３年３輪作体系
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み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦 略
～ 食 料 ・ 農 林 水 産 業 の 生 産 性 向 上 と 持 続 性 の 両 立 を イ ノ ベ ー シ ョ ン で 実 現 ～

〇 我が国の食料・農林水産業は、大規模自然災害や地球温暖化、生産者の減少や地域コミュニティの衰退は、新型コロナを契機
とした生産・消費の変化への対応などの厳しい課題に直面しており、農林水産業や地域の将来を見据えた持続可能な食料システ
ム構築が急務となります。

〇 このため、農林水産業は中長期的な観点から、食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現するた
め、令和３年５月に「みどりの食料システム戦略」を策定し、令和４年６月に中間目標を決定しました。

〇 令和４年４月22日に「環境と調和のとれた食料システムの確立のための環境負荷低減事業活動の促進等に関する法律（みどり
の食料システム戦略法）」が成立し、同年５月２日に公布、７月１日に施行されました。

資料：農林水産省

2050年までに目指す姿（2030年までの中間目標）
➤ 農林水産業のCO2ゼロエミッション化の実現（10.6％削減）

➤ 化学農薬の使用量（リスク換算）を50％低減（10％低減）

➤ 化学肥料の使用量を30％低減（20％低減）

➤ 有機農業の取組面積の割合を25％（100万ha）に拡大（6.3万ha）

➤ 2030年までに 持続可能に配慮した輸入原材料調達の実現（100％）

➤ エリートツリー等を林業苗木の90％に拡大（30％に拡大）

➤ 二ホンウナギ、クロマグロ等の養殖において人工種苗比率100％を実現（13％）等

目標の実現に向けて～政策手法のグリーン化
➤ 2050年カーボンニュートラル（脱炭素社会）の実現。生物多様性目標への貢献

➤ 国際的な論議（国連食料システムサミットやCOP26等）に貢献することにより、

持続性の取組モデルを発信

➤ 地域の所得向上や豊かな食生活、コロナへの対応により、持続的な地域の産業基盤

を構築

※ みどりの食料システム法により認定を受けると、資金調達（日本政策金融公庫による無利子・
低利融資）や設備投資の初期負担軽減（税制の特例）があります。
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宮 城 県 の 農 林 水 産 業 に お け る 環 境 負 荷 低 減 の 取 組 事 例

資料：宮城県（みどりの食料システム戦略推進セミナー資料）
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宮 城 県 の オ ー ガ ニ ッ ク ビ レ ッ ジ 宣 言 市 町 村 と
環 境 負 荷 低 減 に 取 り 組 む モ デ ル 地 区

出典：農林水産省「特定区域（モデル地区）
の設定状況」

宮城県「みどりの食料システム戦略推進
基本計画の概要」から抜粋

宮城県のオーガニックビレッジ宣言市町村
登米市 栗原市 大崎市 加美町

宮城県内の特定区域（モデル地区）

登米市（全域 ）
・市内有機センターで家畜排せつ物から製造した堆肥
の活用や消費拡大に向けた地域内流通の構築等によ
り有機の農業産地としてブランド化を推進。

涌谷町（猪岡短台地区 ）
・農業者間の技術継承や慣行栽培を行う農業
者との調整を地域ぐるみで行い、有機農業
の生産団地の形成を推進。

大崎市（全域 ）
・ICTを活用した水管理システムやアイガモロボなど
のスマート農業技術を用いて行う有機農業、環境保
全型農業を促進。

山元町（山下・坂元地区 ）
・ICTを活用した環境制御装置等の導入による
いちごスマート園芸施設団地を形成

美里町（南郷地区 ・中埣地区 ）
・南郷地区では、水稲、麦及び大豆のブロッ
クローテーション地区との土地利用調整を
図りながら、有機農業の生産団地の形成を
推進。

・中埣地区では、営農型太陽光発電を導入し、
生産時の温室効果ガスの排出の抑制を図り
ながら、地域の農産物のブランド化を推進。

（類型）

有機農業
GHG削減

先端技術の活用
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第 １ 回 み ど り 戦 略 学 生 チ ャ レ ン ジ

〇 農林水産省では、大学生や高校生等の個人・グループが「みどりの食料システム戦略」に基づいた活動を実践する機会とし
て、「第１回みどり戦略学生チャレンジ（全国版）」を実施し、全国で402件の参加登録がありました。

〇 各地方ブロックでの審査を得て34チームが出場した全国大会の高校生の部において、宮城県農業高等学校の緩効性肥料を開発
して実証実験を行った取組「Re:温故知新」が農林水産大臣賞を受賞しました。

○ また、東北ブロックの大学・専門学校の部において、宮城大学の食堂で発生する食品残渣を活用した堆肥の製造と、公益財団
法人と連携した小学生を対象とする堆肥の説明と施肥体験の取組「食品残渣由来の肥料を活用した玉ねぎの環境負荷低減栽培の
取り組み～次世代を担う子供たちに伝える持続可能な循環型食料生産～」がグランプリを受賞しました。

宮城県農業高等学校
（高校の部/農林水産大臣賞）

宮城大学
（大学・専門学校の部/グランプリ）

第１回学生チャレンジ受賞校
（宮城県）



取組品目：いちご
取組者（団体） 市町村
①株式会社一苺一笑 仙台市・山元町

取組品目：白ねぎ
取組者（団体） 市町村
①たかはし農園 石巻市

①② ⑧

⑤

④

①

①

③

⑥

⑦

⑨

①

⑩

⑩

⑩

取組品目：米
取組者（団体） 市町村
①有限会社 山藤運輸 南三陸町
②JAみやぎ登米 登米市
③蕪栗米生産組合（団体・個人） 大崎市
④有限会社 大郷グリーンファーマーズ 大郷町
⑤宮城県加美農業高等学校 色麻町
⑥株式会社 ミツハシ 角田市
⑦有限会社 ライスサービスたかはし 栗原市
⑧宮城県登米総合産業高等学校 登米市
⑨雁音農産開発有限会社 大崎市

⑩みやぎ産直米生産者協議会
角田市・大崎市
・丸森町
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宮 城 県 内 に お け る 「 み え る ら べ る 」 の 取 組

④大郷町：大郷グリーンファーマーズ「有機JAS米」
「温室効果ガス削減」貢献率20パーセント以上の

星３つ、「生物多様性保全」への取組で星３つを取
得しています。

①白石市：壽丸果樹園「りんごジュース」、
「りんごチップス」

「温室効果ガス削減」貢献率20パーセント
以上の星３つを取得しています。

取組品目：りんご
取組者（団体） 市町村
①壽丸果樹園 白石市

①南三陸町：有限会社山藤運輸「めぐりん米」
「温室効果ガス削減」貢献率20パーセント以上の

星３つ、「生物多様性保全」への取組で星３つを取
得しています。

⑤色麻町：宮城県加美農業高等学校「加美農米」
「温室効果ガス削減」貢献率20パーセント以上の

星３つ、「生物多様性保全」への取組で星３つを取
得しています。

〇 「みえるらべる」は、温室効果ガスの削減や生物多様性保全への貢献度を星の数で表示し、消費者が環境に配慮した農産物を
選びやすくするための取組です。 
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み や ぎ の 環 境 保 全 米 と 学 校 給 食

資料：JAみやぎ登米提供

〇 「JAみやぎ登米」から始まった環境保全米づくりの運動は、平成19年全県的な運動となり、県や報道機関、プロスポーツ団体
等と作る「みやぎの環境保全米県民会議」が発足。

〇 環境保全米づくり全県運動は、着実に広がり、令和２年11月からは、みやぎ米飯学校給食支援方式（県内35市町村中32市町
村加入）により、環境保全米（ひとめぼれ１等米）が生産された市町村に学校給食用米穀として提供されるなど、地産地消とし
てもほかに類を見ない取組となっています。

〇 宮城県では、令和４年度から学校給食用のパンについて、県内産と北海道産の小麦を合わせた国産原料100％のパンを提供す
るなど学校給食における地産地消が進んでいます。

仙台市、石巻市、塩竈市、
気仙沼市、白石市、名取市、
多賀城市、岩沼市、登米市、
東松島市、大崎市、富谷市、
蔵王町、七ヶ宿町、大河原町、
村田町、柴田町、川崎町、
丸森町、亘理町、山元町、
松島町、七ヶ浜町、利府町、
大和町、大郷町、大衡村、
色麻町、涌谷町、美里町、

女川町、南三陸町

みやぎ米飯学校給食支援方式により
環境保全米を提供する市町村

注：未加入３市町（角田市、栗原市、加美町）については、支援方式開始以
前に独自に地元産米穀を学校給食に提供している。

仙台市の学校給食 松島町学校給食センター
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宮 城 県 の 農 林 水 産 物 ・ 食 品 輸 出 促 進 戦 略

資料：宮城県農林水産物・食品輸出促進戦略（2025年版）概要版（宮城県HPより抜粋）
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注：令和６年度より事業名変更（旧名称：GFPグローバル産地づくり推進事業、３年間事業継続可能）

農 林 水 産 物 ・ 食 品 輸 出 プ ロ ジ ェ ク ト （ G F P ）

〇 GFPとは、 農林水産省が推進する日本の農林水産物・食品輸出プロジェクトです。
〇 農林水産物・食品の輸出を意欲的に取り組もうとする生産者・事業者等のサポートと連携を図る「GFPコミュニティサイ
ト」を立ち上げ、当該サイトに登録した者を対象に、農林水産省が輸出診断を行うことにより、サポートを実施します。

〇 令和７年３月末現在、GFP全国登録者数は10,287件、うち宮城県は229件です。
〇 また、輸出向けに生産・流通を転機とする大規模輸出産地の形成のため、都道府県やＪＡ、地域商社等が連携した体制整

備を支援するほか（大規模輸出産地モデル形成等支援事業）、海外の規制やニーズに対して継続的に輸出に取り組み、輸出
取組の手本となる産地を「フラッグシップ輸出産地」として認定しており、宮城県では米１産地が認定を受けています。

農林漁業者・食品事業者へのサービス
・輸出診断が無料
・輸出商社の「商品リクエスト情報」を共有
・輸出希望商品を輸出商社に紹介
・輸出のための産地づくりを計画策定から支援
・メンバー同士の交流イベントへの参加

輸出商社・バイヤー・物流企業へのサービス
・生産者・製造業者が作成する「商品シート」を共有
・商品リクエストを全国の生産者・製造業者へ発信可能
・メンバー同士の交流イベントへの参加

対象地域品目参画事業者実施主体
香港、台湾ほかさつまいもJA

大規模輸出産地モデル形成等支援事業（令和６年度、令和７年度）

Global Farmers /Fishermen / Foresters / 
Food Manufacturers Project

フラッグシップ輸出産地
登米市みやぎ登米農業協同組合米

和牛マスター輸出拡大コンソーシアム（兵庫県神戸市）牛肉
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〇 加工食品クラスターとは、個社単独では難しい資金面・人的面の課題やノウハウ不足等を克服するため、複数の食品製造事業
者が連携して輸出拡大に取り組む体制を言います。

〇 複数分目、単一品目、地域単位、全国単位など地域の事業者の実績に応じ様々な団体の類型があり、事務局は構成員の食品製
造業者、行政機関及び地域商社などが担っています。

加 工 食 品 ク ラ ス タ ー

味噌①

水産加工品②

複数業種東北・食文化輸出推進事業協同組合③

複数業種④

＜宮城県内の組成クラスター＞



〇 GI制度は、その地域ならではの自然的、人文的、社会的な要因・環境の中で長年育まれてきた品質、社会的評価等の特性を有
する産品の名称を、地域の知的財産として保護するもの。外国との相互保護や模倣品対策の充実により、海外においても保護。

〇 ビジネスにおいては、地域と結びついた産品の品質、製法、評判、ものがたりといった潜在的な魅力や強みを見える化し、国
による登録やGIマークと相まって、効果的・効率的なアピール、取引における説明や証明、需要者の信頼の獲得を容易にするツ
ール。

19

宮 城 県 の Ｇ Ⅰ 登 録 の 現 状

①みやぎサーモン（石巻市、気仙沼市、女川町、南三陸町）

①②
②岩出山凍り豆腐

③河北せり

③

④仙台せり

④

① ①

①

④

＜宮城県内の登録及び公示一覧＞

①
みやぎサーモン
（石巻市、女川町、南三陸町、気仙沼市）
みやぎ銀ざけ振興協会

②
岩出山凍り豆腐（大崎市岩出山）

新みやぎ農業協同組合

③
河北せり（石巻市（旧桃生郡河北町））

河北せり振興協議会

仙台せり
（名取市（旧増田町）、仙台市太白区）
仙台せり振興協議会④

＊令和７年３月18日現在の宮城県の状況：登録産品は４産品（全国で161産品）
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宮 城 県 の ス マ ー ト 農 業 の 推 進

資料：令和６年12月開催「スマート農業推進フォーラムin東北」
宮城県農政部農業振興課資料より抜粋
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―自動操舵システム、ドローン等のスマート農業技術を活用
ー乾田直播と可変施肥で省力化やコスト低減を図る。
―水稲・麦・大豆・加工用ばれいしょで３年ブロックローテー
ション、１年２作体系を取り入れた安定的な農業経営

―カルビーポテト株式会社と契約栽培のほか、令和７年産から
は米の輸出も視野に。

株式会社アグリ東北（栗原市）

―直進アシスト機能付きトラクタや食味・収量センサ付きコ
ンバインと営農管理システムを連携
ー圃場をメッシュ化し情報を付加することで地力状態を見え

る化し、次年度の作業効率化等経営改善に役立てている。
ー作業計画等で社員やパート同士のコミュニケーションが活
性化、経験の浅い人も圃場ですぐに戦力になれる点が魅力

株式会社めぐいーと（東松島市）

―七ヶ宿町では、町全体でスマート農業システムの導入を推
進。庁舎の屋上にRTK基地局を設置し令和５年度から運用
開始。
ーRTK対応の自動操舵システムを取り付けたトラクターや田

植機、ドローンの活用により、農作業の効率化を図る。

株式会社舞台ファーム
「美里グリーンベース」（美里町）

―太陽光とLEDを活用する植物工場において、AIを活用した
環境制御と播種から栽培まで全自動化を行い、品質維持と
効率的な生産を実現。

ー大手コンビニエンスストアやスーパー・外食等へ生食用カ
ット野菜を提供。

七ヶ宿町

※東北農政局宮城県拠点フォトレポート等より抜粋

ドローンのデモ飛行の様子令和元年度に導入したGPS直進ア
シスト田植機

加工用ばれいしょの収穫（左）と
（右）

太陽光型植物工場「美里グリーンベース」 ロボットアームで作業を自動化



＜取組概要＞
自動操舵トラクタ（直線アシスト）及び播種機を活用するとともに、従来の生産方式（移植栽培）から

乾田直播栽培体系への移行（直播適性の高い品種の導入等）により農作業時間を削減することによって、
栽培面積の拡大を図りつつ、単位面積あたりの省力化を実現。

「自動操舵トラクタ（直線アシスト）」＋「直播栽培体系への移行（直播適性の高い品種の導入）」

生産方式革新実施計画の概要 2025年５月29日認定

＜生産方式革新事業活動のイメージ 等＞

＜申請者＞
株式会社 美田園ファーム＿宮城県名取市

＜対象品目＞
水稲

＜計画の実施期間＞
５年間

播種機を装着した自動操舵トラクタ自動操舵機能を活用するラジコンヘリ

認定証授与式
（株）美田園ファーム（宮城県名取

市）は、自動操舵トラクタ等を活用し
つつ、直播栽培を拡大しながら収益性
を向上させる取組を行う内容の生産方
式革新実施計画の認定を受けました。
東北農政局では、6月20日に（株）

美田園ファームに対して認定証の授与
式を行いました。
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〇 農林漁業の６次産業化とは、農林漁業者（１次産業）と２次産業（工業・製造業）・３次産業（販売・サービス業）との総合
的かつ一体的な推進を図り、農山漁村の豊かな地域資源を活用した新たな付加価値を生み出す取組です。

〇 宮城県内では、６次産業化・地産地消法に基づく総合化事業計画の認定事業者が、82件あります。

宮 城 県 の ６ 次 産 業 化 に 取 り 組 む 農 林 漁 業 者

【所在地】
●農林漁業者等 〇付き数字は総合化事業計画の事業内容の区分
▲研究開発事業者 ①：加工・直売、②：加工、③：加工・直売・レストラン、
■ファンド出資案件 ④：直売、⑤：加工・直売・輸出、⑥：レストラン、⑦：輸出

【仙台市】
③農事組合法人仙台イーストカントリー
③たんぽぽ農産加工くらぶ
①株式会社舞台ファーム
①株式会社大滝自然農園
①株式会社耕
①株式会社きずなファーム
①株式会社荒浜アグリパートナーズ
①マリズファーム 高山 真理子
①株式会社みらいファームやまと
①株式会社佐々木産業営農サービス
▲株式会社ガイア環境技術研究所

【山元町】
②農業生産法人株式会社GRA
①やまうち農園株式会社

【亘理町】
④株式会社亘理ファーム
①あらはま海苔合同会社

【岩沼市】
④株式会社フレッシュファーム
①有限会社やさい工房八巻

【名取市】
■株式会社エヌ・ケー・エフ

【塩竈市】
①有限会社千葉水産

【東松島市】
①有限会社アグリードなるせ
①株式会社イグナルファーム

【涌谷町】
①、②有限会社氏家農園
①佐藤園芸 佐藤 光一

【南三陸町】
①宮城県漁業協同組合志津川支所
③自然卵農園株式会社
①株式会社小野花匠園 【石巻市】

①株式会社海遊
①末永九兵衛商店株式会社
②株式会社アルコバレーノファーム
③、⑤有限会社うしちゃんファーム
②桃浦かき生産者合同会社
①株式会社鵜の助
①齊藤 伊平
①阿部 政志
①株式会社深谷農産
②株式会社鹿島
②豊嶋 祐二
②西條 幸正
②株式会社吉田ファーム
①三浦 良彦
①及川 雄一郎
③千葉 浩希
④株式会社田伝むし

【登米市】
①農業生産法人株式会社オジマスカイサービス ③農業生産法人有限会社伊豆沼農産
①芳泉農園 ⑤有限会社PFTサービス
①有限会社おっとちグリーンステーション ①株式会社近藤農産
①千葉忠畜産株式会社 ①株式会社カレントセラー
③有限会社久保畜産 ②株式会社サンフルーツ・ファーム
③株式会社縄文ファーム ①株式会社ワンズ
①農業生産法人株式会社石ノ森農場 ①米・米ファーム合同会社

【栗原市】
③関村 清幸
①株式会社吉尾ファーム
①株式会社さちwemalu
①NPO法人フォレストサイクル元樹

【大崎市】
③農業生産法人有限会社ダイアファーム
⑥アグリ古川農産株式会社
①いちご倶楽部株式会社
①株式会社一ノ蔵
④有限会社蕪栗千葉農場
①デリシャスファーム株式会社
②農業生産法人有限会社ヒーロー
①浦上 和子
①株式会社ＡＧＲＩ ＰＲＩＭＥ

【加美町】
①株式会社恒和クリエイト

【大和町】
⑤あさひな農業協同組合
③農業生産法人東穀ライス匠株式会社

【白石市】
③有限会社竹鶏ファーム
②有限会社蔵王グリーンファーム

【七ヶ宿町】
②有限会社杜のいちご

【蔵王町】
④農業生産法人エコファーム蔵王株式会社
⑤株式会社蔵王苑、有限会社鑓水建設
①有限会社蔵王ブルーベリー農園
③株式会社アイ・アディールクリエーション
①有限会社蔵王鶏園

うち
農畜産

うち
林産

うち
水産

仙台市 12 11 1
石巻市 17 7 10
塩竈市 1 1
白石市 2 2
名取市 1 1
岩沼市 2 2
登米市 14 14
栗原市 4 3 1
東松島市 2 2
大崎市 9 9
蔵王町 5 4 1
七ヶ宿町 1 1
亘理町 2 1 1
山元町 2 2
大和町 2 2
加美町 1 1
涌谷町 2 2
南三陸町 3 2 1
県計 82 66 2 14

総合化
事業計画認
定数

市町村

市町村別の認定事業者件数
（令和７年３月末現在）

うち農畜
産物関係

うち林
産物関係

うち水
産物関係



<令和３年度地産地消等優良活動表彰農林水産大臣賞>
<令和６年度ゆたかなむらづくり全国表彰事業東北農政局長賞>

有限会社伊豆沼農産
（宮城県登米市）

「農業を食業に変える」を経営
理念に掲げ、米や野菜の生産、
養豚と豚肉加工のほか、地域農
産品の直売所、農家レストラン、
農泊施設を運営。
子どもたちがウインナーの生産過
程を理解できる「食農体験教室」
を開校しているほか、自社土地
内に３万m2の食農体験ファーム
「ラムサール広場」を平成27年に
オープン。
地元の高齢者がガイドや家庭
料理の提供を行う農村体験ツ
アーを通じて関係人口拡大にも
取り組んでいる。

<平成29年11月 豊かなむらづくり全国表彰事業農林水産大臣賞>

有限会社アグリードなるせ
（宮城県東松島市）

100ha以上の経営面積を持ち、
水稲、大豆、大麦、小麦、子実用と
うもろこし、牧草の栽培に取り組む。
スマート農業技術を導入した超低
コスト生産による稲作経営のほか、
地元に「なりわい」と「にぎわい」を生み
出すため、平成25年に事業認定を
受け、平成27年に農産物処理加工
施設を建設。
生産した小麦や米を自社工場にて
製粉するとともに、その小麦粉や米粉
を原材料としたバウムクーヘン「のびる
バウム」やクッキー、豆菓子の製造、
販売にも取り組んでおり、野蒜地区
の農業を牽引。

直売所「くんぺる」外観

手作りウインナー体験

豚肉加工品のソーセージ

バウムクーヘン「のびるバウム」

自社製粉工場

のびる村直売所
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宮 城 県 内 に お け る ６ 次 産 業 化 の 取 組 事 例
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農 山 漁 村 滞 在 型 旅 行 「 農 泊 」 の 推 進



【大和町】
⑫新みやぎ農業協同組合あさひな地区本部

【石巻市】
①雄勝町渚泊推進協議会
②牡鹿半島浜泊推進協議会
③石巻地域農漁泊推進協議会
④石巻みらい農泊推進協議会
⑤いしのまきグリーンツーリズム協議会

【大崎市】
⑥一般社団法人みやぎ大崎観光公社
⑦鳴子温泉もりたびの会

【気仙沼市】
⑧一般社団法人気仙沼地域戦略
⑨気仙沼ヘルスツーリズム協議会

【登米市】
⑩食農体験ネットワーク登米協議会
⑪農泊ネットワーク東和

【仙台市】
⑬秋保ファームツーリズム推進協議会
㉖作並温泉農泊協議会

【栗原市】
⑭栗原市農泊推進協議会

【蔵王町】
⑮蔵王農泊振興協議会

【丸森町】
⑯株式会社ＧＭ７

【七ヶ宿町】
⑰株式会社七ヶ宿くらし研究所 【柴田町】

⑱柴田町里山ビジネス振興協議会

【七ヶ浜町】
⑲七ヶ浜農泊推進協議会

【松島町】
⑳松島手樽を元気にする協議会

【川崎町】
㉑みちのく川崎里山ツーリズム協議会

【亘理町】
㉒亘理町「里と海をつなぐﾌｪﾆｯｸｽﾌﾟﾗﾝ」推進協議会

【東松島市】
㉓東松島農水泊推進協議会

【大郷町】
㉔株式会社おおさと地域振興公社

【南三陸町】
㉕入谷の里山活性化協議会

※この資料上の農泊に取り組む地域とは、農山漁村振興交付金による農泊推進の支援に採択され、農泊に取り組んでいる地域です。

宮 城 県 の 農 泊 に 取 り 組 む 地 域

26



宮 城 県 に お け る 農 泊 の 取 組 事 例
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宮 城 県 に お け る 農 泊 の 取 組 事 例
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農 福 連 携 の 推 進
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（第10回ディスカバー農山漁村（むら）の宝 選定地区）
（ノウフク・アワード２０２２ チャレンジ賞）

宮 城 県 に お け る 農 福 連 携 の 取 組 事 例
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宮 城 県 に お け る 農 福 連 携 の 取 組 事 例



〇 棚田地域は、農産物の供給にとどまらず、国土の保全、水源の涵養、生物の多様性の確保その他の自然環境の保全、良好な景
観の形成、伝統文化の継承等の多面にわたる機能を有しています。他方で、棚田の保全には、その地形的な不利性等から多大な
コストを要するのが実情であり、農業の担い手の減少、高齢化の進展もあいまって、棚田が荒廃の危機に直面している地域もあ
ります。

〇 農林水産省では、平成11年につなぐ棚田遺産として優れた棚田134地区を認定したほか、棚田地域振興法（令和元年８月施
行）に基づき、指定した棚田地域の振興のための支援を実施しています。
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宮 城 県 の つ な ぐ 棚 田 遺 産 と 指 定 棚 田 地 域

①丸森町（大内村）

①

②

②登米市（柳津町）

③栗原市（畑岡村）

③

④岩沼市（千貫村）

④

①丸森町（大張村）

①

①丸森町：大内青葉棚田
（令和４年２月９日指定）

②登米市：津山町沢田地区の棚田
（令和４年８月29日指定）

④岩沼市：志賀地域の棚田
（令和５年12月25日指定）

③栗原市：若柳蓬田地域の棚田
（令和５年12月25日指定）

指定棚田地域 つなぐ棚田遺産認定棚田

②登米市：津山町沢田地区の棚田

①丸森町：大張沢尻棚田
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宮 城 県 に お け る 野 生 鳥 獣 に よ る 農 作 物 被 害 と ジ ビ エ の 利 用 状 況

新たな食文化の
創出「大崎ジビエ」
を東北から！
－宮城県・大崎市－R元年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度

157 194 173 154 132

二ホンジカ 23 17 32 20 22

イノシシ 80 105 95 80 63

被害額

宮城県の野生鳥獣による農作物被害額
（単位：百万円）

シカの解体頭数割合（令和５年度）

（％）

捕獲頭数72.3万頭

捕獲頭数4,271頭

うち解体頭数
16.8%

うち解体頭数
9.6%

イノシシの解体頭数割合（令和５年度）

（％）

捕獲頭数52.2万頭

捕獲頭数10,546頭

うち解体頭数
7.6%

うち解体頭数
0.1%

大崎市内の道の駅で販売され
ているジビエ（イノシシ）

シカ肉のポワレ（石巻市）

牡鹿半島で狩猟
されたシカをジビ
エとして活用
ー宮城県石巻市ー

出典：「農作物被害状況調査結果」（宮城県）
「捕獲数及び被害等の状況等」（環境省）
「野生鳥獣資源利用実態調査」（農林水産省）



資料に関するお問合せ先

農林水産省東北農政局
宮城県拠点地方参事官室

〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町３丁目３番１号
仙台合同庁舎Ａ棟６階
TEL:022-263-1111（代表）


